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●自立の道を歩む 
　～協働による独自の町づくりへ～……………Ｐ2 
●町民アンケート調査結果報告…………………Ｐ3～6 
●9月議会定例会報告……………………………Ｐ7 
●新たな地域交流と情報発信の拠点 
　～道の駅「にしあいづ」が供用開始～………Ｐ8 
●世界へ向けて芸術を発信………………………Ｐ9 
●元気に長寿を祝う………………………………Ｐ10～11

威勢良く町内を練り歩く 
　五穀豊穣と商売繁盛を願う野沢の諏方・熊野両神 
社の祭礼が9月17日から19日までの3日間にわたり 
行われました。 
　野沢町内各地区の御輿は、地元青年たちによって 
担がれ、「もーめっ、もーめっ」という威勢の良い 
掛け声に合わせ、100㎏を超える御輿を上下に揺さぶ 
りながら、夜遅くまで野沢町内を勇壮に練り歩きま 
した。 
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九
月
十
日
に
開
催
さ
れ
た
町
議
会
九
月
定
例
会
に
お
い
て
、
「
西
 

会
津
町
自
立
宣
言
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
二
十
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象
に
本
年
七
月
に
実
施
し
 

た
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
結
果
が
、
合
併
賛
 

成
三
十
八
・
六
％
に
対
し
、
合
併
反
対
が
五
十
・
六
％
と
賛
成
を
上
 

回
り
過
半
数
を
超
え
た
こ
と
か
ら
、
町
民
の
求
め
る
方
向
は
自
立
で
 

あ
る
と
判
断
し
、
「
自
立
の
道
」
を
歩
む
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。
 

                  　
町
で
は
、
市
町
村
合
併
は
地
方
自
 

治
の
根
幹
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
、
合
 

併
特
例
法
の
期
限
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
 

じ
っ
く
り
と
議
論
し
、
町
民
の
み
な
 

さ
ん
に
最
終
的
な
判
断
を
し
て
い
た
 

だ
く
こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
て
取
り
 

組
ん
で
き
ま
し
た
。
 

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
に
正
し
い
情
 

報
の
提
供
と
意
見
交
換
の
た
め
、
昨
 

年
十
一
月
か
ら
本
年
三
月
ま
で
町
内
 

三
十
二
会
場
で
住
民
説
明
会
を
開
催
 

す
る
と
と
も
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん

に
最
終
的
に
判
断
し
て
い
た
だ
く
方

法
と
し
て
七
月
に
、
二
十
歳
以
上
の

全
町
民
を
対
象
と
し
た
「
市
町
村
合

併
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
 

                  　
こ
の
結
果
、
「
合
併
反
対
」
が
五
 

十
・
六
％
と
過
半
数
を
超
え
た
こ
と
 

か
ら
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
求
め
る
 

方
向
は
、「
す
べ
て
に
や
さ
し
い
健
康
 

の
ま
ち
　
に
し
あ
い
づ
」
を
町
政
発

展
の
基
本
理
念
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
各
種
施
策
を
は
じ

め
、
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
て
い

る
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
を
強

化
し
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
町
づ
く
り
、
 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
活
用
し
た
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
の
町
づ
く
り
な
ど
、
合

併
を
し
な
い
独
自
の
町
づ
く
り
、
特

色
あ
る
町
づ
く
り
で
あ
る
と
判
断
し
、
 

「
自
立
宣
言
」
を
し
、
自
立
の
道
を

歩
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
 

「
自
立
宣
言
」
の
趣
旨
を
 

　
　
　
　
自
治
区
長
に
説
明
 

　
九
月
二
十
二
日
に
は
、
各
自
治
区
 

長
を
対
象
に
、「
自
立
宣
言
」
に
関
す
 

る
説
明
会
が
、
町
公
民
館
で
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

　
説
明
会
で
は
、
自
立
宣
言
を
す
る
 

に
至
っ
た
経
緯
や
趣
旨
な
ど
が
説
明
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

                「
自
立
計
画
」
の
策
定
を
進

め
ま
す
 

　
先
人
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
郷
土
 

「
西
会
津
町
」
を
よ
り
住
み
良
い
魅
 

力
あ
る
町
と
し
て
引
き
継
い
で
い
く
 

た
め
、
今
後
は
、「
自
立
計
画
」
を
策
 

定
し
、
町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
 

た
「
協
働
」
に
よ
る
特
色
あ
る
町
づ
 

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
 

▲「自立宣言」について区長さんに説明 

特集 

市町村合併 
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【合併賛成の主な理由】 
①財政支援策で行財政基盤強化　　　　58.9％ 
②効率的な行財政運営　　　　　　　　40.9％ 
③日常生活圏と行政範囲の一致　　　　20.3％ 
④専門的知識を持つ職員の確保　　　　20.0％ 
⑤他市町村の公共施設利用　　　　　　19.2％ 
⑥国や近隣市町村が推進している　　　17.2％ 
⑦無回答　　　　　　　　　　　　　　11.8％ 
⑧「市」で地域のイメージアップ　　　11.7％ 

【合併反対の主な理由】 
①福祉サービスの低下　　　　　　　　40.9％ 
②地域衰退の恐れ　　　　　　　　　　38.4％ 
③特色あるまちづくりができない　　　30.1％ 
④行政サービスの低下　　　　　　　　28.8％ 
⑤役場が遠くなる　　　　　　　　　　22.9％ 
⑥地域の連帯感が薄れる　　　　　　　16.9％ 
⑦意見が反映されにくくなる　　　　　13.9％ 
⑧無回答　　　　　　　　　　　　　　 8.1％ 

①合併に賛成　　　　　　　　　1,174人（18.2％） 
②どちらかというと合併に賛成　1,320人（20.4％） 
③合併に反対　　　　　　　　　1,471人（22.7％） 
④どちらかというと合併に反対　1,803人（27.9％） 
　無回答　　　　　　　　　　　 701人（10.8％） 

反 対  
５０.６％ 

賛 成  
３８.６％ 

①合併に賛成 
　１８.２％ 

②どちらかという 
　と合併賛成 
　　　２０.４％ 

③合併に反対 
　２２.７％ 

無回答 
１０.８％ 

④どちらかという 
　と合併反対 
　　２７.９％ 

市町村合併をどう考えますか 
           　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
対
象
者
数
は
、
 

二
十
歳
以
上
の
住
民
基
本
台
帳
登
録
 

者
数
で
あ
る
七
千
四
百
十
一
人
で
し
 

た
が
、
長
期
不
在
等
に
よ
る
回
収
不
 

能
者
六
十
人
を
除
く
、
七
千
三
百
五
 

十
一
人
が
有
効
対
象
者
数
と
な
り
ま
 

           し
た
。
そ
の
う
ち
、
回
収
さ
れ
た
数
 

は
、
六
千
四
百
六
十
九
人
で
あ
り
、
 

回
収
率
は
八
十
八
・
〇
％
と
な
り
ま
 

し
た
。
 

　
こ
の
合
併
に
関
す
る
項
目
の
集
計
 

結
果
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
 

　
「
賛
成
」
、「
反
対
」
、「
無
回
答
」
 

の
三
つ
に
区
分
す
る
と
、「
合
併
に
賛
 

成
」
が
二
千
四
百
九
十
四
人
（
三
十
 

八
・
六
％
）
、「
合
併
に
反
対
」
が
三
 

千
二
百
七
十
四
人（
五
十
・
六
％
）
、
 

「
無
回
答
」
七
百
一
人
（
十
・
八
％
）
 

と
な
り
、「
合
併
に
反
対
」
が
「
合
併
 

に
賛
成
」
を
十
二
・
〇
ポ
イ
ン
ト
上
 

回
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
年
代
別
で
み
て
み
る
と
、「
合
併
に
 

賛
成
」
の
割
合
は
、
五
十
歳
代
で
四
 

十
四
・
二
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
 

四
十
歳
代
の
四
十
三
・
七
％
、
三
十
 

歳
代
の
四
十
三
・
二
％
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
一
方
、「
合
併
に
反
対
」
の
割
 

合
は
、
七
十
歳
代
で
五
十
四
・
七
％
 

と
最
も
高
く
、
次
い
で
六
十
歳
代
の
 

五
十
二
・
六
％
、
二
十
歳
代
の
五
十
 

一
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
地
区
別
で
み
る
と
、
「
合
併
に
賛
 

成
」
の
割
合
は
、
新
郷
地
区
が
四
十
 

二
・
六
％
と
最
も
高
く
、「
合
併
に
反
 

対
」
の
割
合
は
、
奥
川
地
区
が
五
十
 

四
・
六
％
と
最
も
高
い
結
果
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

 反
対
理
由
は
「
福
祉
サ
ー
ビ
 

ス
の
低
下
」
が
ト
ッ
プ
に
 

　
「
賛
成
」
、「
反
対
」
の
主
な
理
由
 

は
表
の
と
お
り
で
す
。
 

　
ま
た
、「
合
併
に
賛
成
」
と
答
え
た
 

人
の
合
併
を
す
る
場
合
の
枠
組
み
は
、
 

「
喜
多
方
広
域
県
内
の
市
町
村
」
が
 

四
十
六
・
〇
％
と
最
も
高
く
、
次
い
 

で
「
会
津
坂
下
町
な
ど
両
沼
地
方
の
 

市
町
村
」
の
二
十
五
・
二
％
、「
会
津
 

地
域
全
体
」
の
二
十
・
五
％
と
な
り
 

ま
し
た
。
 

「
合
併
反
対
」
が
過
半
数
を
超
え
る
結
果
に
 

　
町
民
の
み
な
さ
ん
に
合
併
の
是
非
を
判
断
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
本
年
 

七
月
に
実
施
し
た
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
 

集
計
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
受
け
、
自
立
の
方
針
が
決
定
さ
れ
 

た
ほ
か
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問
は
、
町
の
将
来
像
、
基
本
方
針
を
 

定
め
る
自
立
計
画
や
第
三
次
長
期
総
合
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
 

　
詳
し
く
は
、
各
戸
に
配
布
さ
れ
た
「
市
町
村
合
併
に
関
す
る
町
民
ア
ン
 

ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
書
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

＝　調査結果は今後のまちづくりに反映　＝ 
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町が住みよいかどうか 

今後も継続・発展すべき事業 

住みよい 

17.7％ 

無回答 

8.9％ 

まあまあ住みよい 

38.4％ 

あまり住みよくない 

18.0％ 

住みにくい 

7.0％ 

どちらとも 
いえない 
10.0％ 

トータルケア推進事業 

無回答 

町民バス運行事業 

魅力ある商店街づくり 

縦貫道路整備事業 

ケーブルテレビ事業 

健康な土づくり推進事業 

さゆり公園周辺施設整備事業 

各種イベント・交流事業 

その他 

国際芸術村事業 

    
現
在
、
町
が
重
点
的
に
進
め
て
い
 

る
事
業
の
う
ち
、
今
後
も
継
続
・
発
 

展
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、「
ト
ー
タ
 

ル
ケ
ア
推
進
事
業
」
が
六
十
八
・
四
％
 

と
圧
倒
的
に
多
い
結
果
と
な
り
ま
し
 

た
。
年
代
別
で
は
、
六
十
歳
代
か
ら
 

七
十
歳
代
の
人
が
特
に
多
く
、
七
十
 

五
％
を
超
え
る
人
が
選
択
し
て
い
ま
 

す
。
 

    
そ
れ
に
続
く
の
が
「
町
民
バ
ス
運
 

行
事
業
」
の
二
十
二
・
二
％
、「
魅
力
 

あ
る
商
店
街
づ
く
り
事
業
」
の
十
九
 

・
四
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
「
町
民
バ
ス
運
行
事
業
」
は
、
比
 

較
的
高
齢
の
人
が
多
く
選
択
し
、「
魅
 

力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
事
業
」
は
、
 

若
い
人
が
多
く
選
択
し
て
い
ま
す
。
 

                       
西
会
津
町
に
住
ん
で
い
て
、「
住
み
 

よ
い
」
、「
ま
あ
ま
あ
住
み
よ
い
」
と
 

答
え
た
人
は
、
合
わ
せ
て
五
十
六
・
 

一
％
。
逆
に
、「
あ
ま
り
住
み
よ
く
な
 

い
」
、「
住
み
に
く
い
」
と
答
え
た
人
 

は
合
わ
せ
て
二
十
五
・
〇
％
と
な
り
、
 

「
住
み
よ
い
」
と
答
え
た
人
が
多
数
 

を
占
め
ま
し
た
。
 

 
こ
の
結
果
は
、前
回（
平
成
五
年
）
 

調
査
で
も「
住
み
よ
い
」と
い
う
回
答

が
、
六
十
・
五
％
、
逆
に
「
住
み
に

く
い
」
と
い
う
回
答
が
二
十
二
・
六

％
と
な
っ
て
お
り
、
大
き
な
変
化
は
 

                      見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

 
年
代
別
に
み
る
と
、
年
齢
が
下
が
 

る
に
つ
れ
て
「
住
み
に
く
い
」
と
回
 

答
す
る
人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

 
ま
た
、「
あ
ま
り
住
み
よ
く
な
い
」
、
 

「
住
み
に
く
い
」
と
感
じ
る
理
由
に
 

つ
い
て
は
、「
働
く
場
が
不
足
」
が
六
 

十
九
・
七
％
と
圧
倒
的
に
多
く
、「
自
 

然
条
件
が
き
び
し
い
」（
二
十
七
・
三
 

％
）
や
「
後
継
者
が
不
足
」
（
二
十
 

五
・
七
％
）
が
続
き
ま
す
。
 

  　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
 

　
　
実
施
方
法
と
回
収
状
況
 

 調
査
基
準
日
 

 
平
成
十
六
年
七
月
一
日
 

 調
査
期
間
 

　
　
平
成
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
 

　
七
月
十
五
日
 

 調
査
対
象
 

　
　
住
民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
て

　
い
る
二
十
歳
以
上
の
全
町
民
 

 調
査
方
法
 

　
自
治
区
長
を
通
じ
、配
布
・
回
収
 

 配
布
及
び
回
収
結
果
 

           調
査
内
容
 

 
　
属
性
（
男
女
別
、
年
齢
等
）
、

　
合
併
に
対
す
る
意
向
、
今
後
の
ま

　
ち
づ
く
り
な
ど
の
計
十
七
問
 

「
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
」
が
約
七
割
 

「
住
み
よ
い
」
が
過
半
数
を
超
え
る
 

対　象　者　数 

回収不能者数 

有効対象者数 

回　　収　　数 

回　　収　　率 

7,411人 

60人 

7,351人 

6,469人 

88.0％ 
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①20　歳　代　 440人（ 6.8％） 
②30　歳　代　 493人（ 7.6％） 
③40　歳　代　 902人（13.9％） 
④50　歳　代　1,045人（16.2％） 
⑤60　歳　代　1,175人（18.2％） 
⑥70　歳　代　1,465人（22.6％） 
⑦80歳以上　 793人（12.3％） 
　無　回　答　 156人（ 2.4％） 

年　齢 

①野 沢 地 区　2,020人（31.2％） 
②尾野本地区　1,691人（26.1％） 
③群 岡 地 区　 917人（14.2％） 
④新 郷 地 区　 716人（11.1％） 
⑤奥 川 地 区　 957人（14.8％） 
　無　回　答　 168人（ 2.6％） 

居住地区 

理想的な町の将来像 

若者が多く暮らし、活気のある町 
 
老後も安心してのんびり静かに暮らせる町 
 
町民1人ひとりが、こころ豊かにいきいきと暮らせる町 
 
無回答 
 
便利で快適な暮らしができる町 
 
産業が盛んな町 
 
都市や他の地域からたくさんの人が訪れるにぎやかな町 
 
伝統・文化を大切にした趣のある町 
 
その他 

生　活　環　境 

①男　性　3,044人（47.0％） 

②女　性　3,271人（50.6％） 

　無回答　 154人（ 2.4％） 

性　別 
　
基
本
調
査
結
果
 

　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
回
答
者
の
属
性
 

に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

                     　
理
想
の
将
来
像
に
つ
い
て
は
「
若
 

者
が
多
く
暮
ら
し
、
活
気
の
あ
る
町
」
 

が
五
十
四
・
一
％
で
最
も
多
く
、
次
 

い
で
「
老
後
も
安
心
し
て
の
ん
び
り
 

静
か
に
暮
ら
せ
る
町
」
（
三
十
八
・
 

八
％
）
、「
町
民
一
人
ひ
と
り
が
こ
こ
 

ろ
豊
か
に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
」
 

（
三
十
一
・
二
％
）
が
続
き
ま
す
。
 
 

 
「
活
気
の
あ
る
町
」
と
「
の
ん
び
 

り
静
か
に
暮
ら
せ
る
町
」
は
相
反
す
 

る
よ
う
で
す
が
、
両
者
を
選
択
す
る
 

人
も
多
く
あ
り
、
若
者
の
定
住
が
老
 

後
の
安
心
に
も
つ
な
が
る
と
言
え
ま
 

す
。
 

 　
生
活
環
境
に
つ
い
て
 

  雪
対
策
の
充
実
が
ト
ッ
プ
 

　
生
活
環
境
の
改
善
の
項
目
で
は
、
 

「
雪
対
策
の
充
実
」
が
四
十
九
・
六
％
 

と
最
も
多
く
、「
道
路
網
の
整
備
」（
三
 

十
三
・
二
％
、「
下
水
道
の
整
備
」（
二
 

十
二
・
二
％
）
が
続
き
ま
す
。
 

　
地
区
別
に
比
較
し
て
み
る
と
、
新
 

郷
・
奥
川
地
区
で
は
「
道
路
網
の
整
 

備
」
と
答
え
た
人
の
割
合
が
高
く
な
 

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
下
水
道
の
整
 

備
」
と
い
う
回
答
は
、
群
岡
・
新
郷
 

地
区
で
三
十
％
を
超
え
る
結
果
と
な
 

り
ま
し
た
。
 

　
年
代
別
に
み
て
み
る
と
、
二
十
歳
 

代
・
三
十
歳
代
で
、「
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
 

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
充
実
」
と
 

い
う
回
答
が
他
の
年
代
よ
り
も
多
く
、
 

二
十
％
を
超
え
て
い
ま
す
。
 

回答率（％） 

４９.６ 

３３.２ 

２２.２ 

２１.９ 

２１.７ 

１７.３ 

１６.６ 

　　　回　　答 

雪対策の充実 

道路網の整備 

下水道の整備 

自然環境の保全 

公共交通機関の充実 

無回答 

ゴミ対策の充実 

「若者が多く暮らし、 
　　　　　活気のある町」 
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回答率（％） 

５７．３ 

２５．８ 

２０．６ 

１７．５ 

１６．８ 

１６．６ 

１５．７ 

１０．２ 

　　　　　　回　　答 

診療所の充実 

子育て支援の充実 

高齢者生きがい対策 

無回答 

高齢者・障害者の生活支援 

高齢者・障害者福祉施設の充実 

各種検診の充実 

疾病予防対策の充実 

保健・医療・福祉 

回答率（％） 
 

５８．１ 
 

２３．６ 
 

２３．２ 
 

１８．９ 
 

１８．６ 
 

１３．６ 
 

１３．３ 
 

１３．２ 
 

１０．７ 

　　　　　　回　　答 
若者の雇用増進を図る規模の大き 
な企業誘致 
 
無回答 
米など従来の基幹基幹農産物を伸 
ばす農業 
「健康の町」の特性を活かした新 
たな健康サービス産業の創出 
農業生産法人や集落集落営農組織 
による合理化を進めた農業 
新たな商業エリアと既存商店街の 
連携による商業の活性化 
地域資源や地場産業を活用した新 
たな観光産業の創出 
高速交通網を活用した企業研究機 
関やベンチャー企業などの誘致 
 
ミネラル野菜の産地化による農業 

産　業　振　興  　
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
 

  若
者
の
雇
用
対
策
が
約
半
数
 

　
産
業
振
興
の
面
で
は
、「
若
者
の
雇
 

用
増
進
を
図
る
規
模
の
大
き
な
企
業
 

誘
致
」
が
五
十
八
・
一
％
と
群
を
抜
 

い
て
お
り
、
若
者
の
定
住
促
進
を
望
 

む
声
が
多
い
こ
と
を
裏
付
け
て
い
ま
 

す
。
 

　
次
い
で
、「
米
な
ど
従
来
の
基
幹
農
 

産
物
を
伸
ば
す
農
業
」
の
二
十
三
・
 

二
％
、「
『
健
康
の
町
』
の
特
性
を
活
 

か
し
た
新
た
な
健
康
サ
ー
ビ
ス
産
業
」
 

が
二
十
三
・
二
％
で
続
き
ま
す
。
 

　
年
齢
別
に
み
る
と
、「
米
な
ど
従
来
 

の
基
幹
農
産
物
を
伸
ば
す
農
業
」
や
 

 

「
生
産
法
人
や
営
農
組
織
に
よ
る
合
 

理
化
を
進
め
た
農
業
」
の
回
答
は
、
 

五
十
歳
代
以
上
に
多
く
、
四
十
歳
代
 

以
下
の
人
が
「
商
業
の
活
性
化
」
や
 

「
高
速
交
通
網
を
活
用
し
た
企
業
の
 

誘
致
」
を
選
択
し
て
い
ま
す
。
 

   　
保
健
・
医
療
・
福
祉
に
つ
い
て
 

  「
診
療
所
の
充
実
」
が
約
六
割
 

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
は
、
 

「
診
療
所
の
充
実
」が
五
十
七
・
三
％
 

と
突
出
し
て
多
く
、「
子
育
て
支
援
の
 

充
実
」（
二
十
五
・
八
％
）
、「
高
齢
者
 

生
き
が
い
対
策
の
充
実
」
（
二
十
・
 

六
％
）
が
続
き
ま
す
。
 

　
世
代
別
で
見
る
と
、
年
齢
が
上
が
 

る
に
つ
れ
、「
福
祉
施
設
の
充
実
」
や
 

「
生
き
が
い
対
策
の
充
実
」
を
望
む
 

割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
子
育
て
世
代
と
言
わ
れ
る
二
十
歳
 

代
か
ら
四
十
歳
代
で
は
、
特
に
「
子
 

育
て
支
援
の
充
実
」「
保
育
所
サ
ー
ビ
 

ス
の
充
実
」
や
の
割
合
が
多
く
な
っ
 

て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
ど
の
世
代
で
も
「
医
療
の
 

充
実
」
を
望
む
回
答
が
高
い
割
合
を
 

占
め
て
い
ま
す
。
 

  

　
　
　
　
　
　
自
由
意
見
欄
に
は
、

　
　
　
　
　
千
百
三
十
一
人
の
方
の

　
　
　
　
　
記
入
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
　
　
　
　
　
そ
の
中
で
、
最
も
多

　
　
　
　
　
か
っ
た
の
は
、「
若
者
重

　
　
　
　
　
視
の
ま
ち
づ
く
り
」で
、
 

　
　
　
　
　
「
高
齢
者
福
祉
だ
け
で
 

　
　
　
　
　
な
く
、
今
後
町
を
担
う

若
者
が
定
着
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が

必
要
」や「
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
若

者
の
就
業
の
場
を
確
保
」
と
い
う
趣

旨
の
意
見
が
非
常
に
多
く
あ
り
ま
し

た
。
次
に
多
い
の
が
、
行
財
政
に
関

わ
る
も
の
で
、「
町
職
員
、
町
議
会
議

員
の
削
減
」
や
「
町
特
別
職
、
町
一

般
職
の
給
与
削
減
」
、「
行
政
経
費
の

削
減
」
な
ど
で
す
。
 

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野
で
は
、

「
保
育
所
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」や「
病

院
、
小
児
科
な
ど
特
定
診
療
科
目
の

設
置
」
が
多
く
、
産
業
振
興
分
野
で

は
、「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
に
こ
だ
わ
ら
な

い
農
業
振
興
」
や
「
イ
ベ
ン
ト
の
見

直
し
」
。
生
活
環
境
分
野
で
は
、「
町

民
バ
ス
の
利
便
性
向
上
」
な
ど
の
意

見
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。そ
の
他
�「
町
 

民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
町
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
な
ど
の
意
見
も
み
ら
れ

ま
し
た
。
 

　
全
体
的
に「
若
者
」に
関
す
る
意
見

が
多
く
、
高
齢
化
が
一
層
進
む
中
、

町
の
将
来
を
担
う
若
者
や
子
供
た
ち

が
定
住
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
望
む
 

声
が
、
年
齢
階
層
を
問
わ
ず
多
く
あ

り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
他
に
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

 ●
も
っ
と
若
者
の
住
み
や
す
い
町
に

　
し
て
ほ
し
い
。
地
元
で
老
後
も
ず

　
っ
と
暮
ら
し
た
い
と
思
わ
せ
る
よ

　
う
な
ま
ち
づ
く
り
が
大
切
。
老
人

　
に
や
さ
し
い
町
だ
け
で
な
く
、
も

　
っ
と
若
者
の
暮
ら
し
の
こ
と
も
考

　
え
て
欲
し
い
。
 

●
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

　
子
ど
も
、
若
者
の
育
成
に
も
う
少

　
し
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。
 

●
診
療
所
の
診
療
科
目
を
増
や
し
て

　
欲
し
い
。
 

●
町
に
小
児
科
が
あ
る
と
助
か
り
ま

　
す
。
 

●
高
齢
者
生
き
が
い
対
策
の
充
実
と

　
老
後
も
安
心
し
て
の
ん
び
り
静
か

　
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
。
 

●
子
ど
も
を
持
っ
た
親
が
働
き
や
す

　
い
環
境
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
み
ん
な
生
活
が
大
変
で
す
。
 

●
若
者
の
雇
用
を
確
保
し
、
活
気
あ

　
る
町
に
し
て
欲
し
い
。
 

●
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

　
地
域
に
あ
っ
た
野
菜
づ
く
り
を
。
 

●
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
 

●
広
く
町
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る

　
シ
ス
テ
ム
を
町
が
つ
く
り
、
そ
の

　
意
見
が
町
政
に
活
か
さ
れ
る
こ
と

　
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
 

自由意見欄について 
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  新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
よ
る
被
害
 

状
況
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
―
―
 

　
七
月
十
二
日
夜
半
か
ら
十
四
日
に
 

か
け
て
、
ま
た
十
六
日
か
ら
十
八
日
 

に
か
け
て
度
重
な
り
本
町
を
襲
っ
た
 

「
新
潟
・
福
島
豪
雨
」
の
八
月
末
現

在
の
被
害
状
況
は
、
町
道
二
十
七
路

線
四
十
ヵ
所
、
河
川
十
一
ヵ
所
、
農

地
六
十
七
ヵ
所
、
農
業
用
施
設
五
十

六
ヵ
所
、
農
道
二
十
四
ヵ
所
、
林
道

十
六
路
線
六
十
二
ヵ
所
、
さ
ら
に
農

作
物
へ
の
被
害
は
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
に

及
び
、
被
害
総
額
は
、
三
億
七
千
三

百
三
十
二
万
二
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

　
一
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧
と
町
 

民
生
活
の
安
定
に
向
け
、
引
き
続
き
 

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
こ
の
災
害
は
、
八
月
三
十
 

一
日
付
け
で
「
激
甚
災
害
」
の
指
定
 

を
受
け
ま
し
た
。
 

 町
道
の
開
通
に
つ
い
て
―
―
 

　
さ
ゆ
り
公
園
か
ら
国
道
四
十
九
号
、
 

さ
ら
に
は
磐
越
自
動
車
道
西
会
津
イ
 

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
通
ず
る
ア
ク
セ
 

ス
道
路
と
し
て
位
置
付
け
た
町
道
芝
 

草
西
林
線
。
そ
の
う
ち
、
町
道
上
原

西
二
号
線
か
ら
町
道
野
沢
中
央
線
ま

で
の
区
間
が
八
月
三
日
か
ら
新
た
に

供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
完
成
に
よ
り
、
利
便
性
が
格
 

段
に
向
上
す
る
と
と
も
に
、
本
町
の
 

活
性
化
や
町
勢
の
進
展
に
寄
与
す
る
 

幹
線
道
路
と
し
て
大
き
な
期
待
を
し
 

て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
国
道
四
十
九
号
ま
で
の
町
 

道
野
沢
安
座
線
の
区
間
に
つ
い
て
は
、
 

平
成
十
七
年
一
月
下
旬
の
完
成
を
目
 

指
し
て
現
在
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

   ■
「
西
会
津
町
自
立
宣
言
」
に
つ
い
 

 
て
 

■
町
中
山
間
地
域
振
興
基
金
条
例
を
 

　
廃
止
す
る
条
例
 

■
平
成
十
五
年
度
歳
入
歳
出
決
算
 

 
の
認
定
（
一
般
会
計
、
工
業
団
地
 

 
造
成
事
業
特
別
会
計
、
商
業
団
地
 

 
造
成
事
業
特
別
会
計
、
住
宅
団
地
 

 
造
成
事
業
特
別
会
計
、
下
水
道
施
 

 
設
事
業
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
 

 
水
処
理
事
業
特
別
会
計
、
老
人
保
 

 
健
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
険
特
 

 
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
 

 
介
護
老
人
保
健
施
設
特
別
会
計
、
 

 
簡
易
水
道
等
事
業
特
別
会
計
、
水
 

 
道
事
業
会
計
）
 

■
平
成
十
六
年
度
補
正
予
算
の
調
 

 
製
（
一
般
会
計
、
下
水
道
施
設
事
 

 
業
特
別
会
計
、
農
業
集
落
排
水
処
 

 
理
事
業
特
別
会
計
、
個
別
排
水
処
 

 
理
事
業
特
別
会
計
、
国
民
健
康
保
 

 
険
特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
 

 
計
、
簡
易
水
道
等
事
業
特
別
会
計
、
 

 
水
道
事
業
会
計
）
 

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
（
伊
藤
 

　
て
る
子
さ
ん
が
再
任
、
沼
澤
望
東
 

　
子
さ
ん
、
矢
部
征
男
さ
ん
は
新
任
）
 

■
町
特
別
功
労
表
彰
者
の
決
定
に
 

　
つ
い
て
（
石
川
榮
五
郎
さ
ん
〔
長
 

　
年
学
校
医
と
し
て
貢
献
〕、橋
谷
田
 

　
義
一
さ
ん
〔
前
消
防
団
長
。
長
年
 

　
消
防
団
員
と
し
て
貢
献
〕
）
 

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
 

　
一
部
改
正
 

 福
島
県
知
事
選
挙
の
結
果
 

　
福
島
県
知
事
選
挙
の
投
票
が
九
月
 

五
日
に
行
わ
れ
、開
票
の
結
果
、投
票

率
は
七
十
四
・
四
四
％
で
前
回
の
投
 

票
率
を
四
・
二
六
％
下
回
り
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
候
補
者
別
得
票
数
な
ど
に
 

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

　
九
月
十
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
八
日
間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
た
九
 

月
定
例
会
は
、
提
案
さ
れ
た
二
十
七
議
案
す
べ
て
を
原
案
の
と
お
り
 

可
決
・
承
認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
 

　
本
号
で
は
、
十
一
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
平
成
十
五
年
度
決
算
報
 

告
を
除
く
町
長
か
ら
の
主
要
事
項
報
告
、
可
決
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
 

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

27
議
案
す
べ
て
を
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
 

9
月
議
会
定
例
会
報
告
 
町
政
主
要
報
告
か
ら
 

可
決
さ
れ
た
議
案
 

◆開票結果 
○有効投票数　5,363票 
○無効投票数　 48票 
○候補者別得票数 

　候補者名 

佐藤栄佐久 

小川　英雄 

得票数 

4,864票 

499票 

◆投票結果 

投 票率  

73.55％ 

75.26％ 

74.44％ 

投票者数 

2,569人 

2,842人 

5,411人 

当日有権者数 

3,493人 

3,776人 

7,269人 

 

男 

女 

計 
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オ
ー
プ
ン
に
華
を
添
え
た
沖
縄
舞
踊
 

▲
 

新
た
な
地
域
交
流
と

新
た
な
地
域
交
流
と
 

　
　
情
報
発
信
の
拠
点

　
　
情
報
発
信
の
拠
点
 

                    テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
 

　
　
　
供
用
開
始
を
祝
う
 

 　
道
の
駅
「
に
し
あ
い
づ
」
の
開
所
 

式
が
九
月
三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、
山
口
町
長
が
「
福
島
県
 

側
の
国
道
四
十
九
号
と
し
て
は
初
め
 

て
の
道
の
駅
を
設
置
し
ま
し
た
。
中
 

核
施
設
で
あ
る
『
交
流
物
産
館
　
よ
 

り
っ
せ
』
を
中
心
に
、
来
る
人
の
憩
 

の
場
、
新
た
な
地
域
交
流
の
場
と
し
 

て
、ま
た
、全
国
に
情
報
を
発
信
し
、
 

町
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
祈
念
 

し
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
森
田
康
夫
国
土
交
通
省
東
 

             北
地
方
整
備
局
郡
山
国
道
事
務
所
長
 

が
あ
い
さ
つ
、
和
田
洋
子
参
議
院
議
 

員
、
友
好
都
市
で
あ
る
沖
縄
県
平
良
 

市
の
伊
志
嶺
亮
市
長
ら
が
祝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
 

　
そ
の
後
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
 

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
、
道
の
駅
の
供
用
 

開
始
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。
 

  道
の
駅
「
に
し
あ
い
づ
」
の
概
要
 

               舞
い
大
好
評
だ
っ
た
ほ
か
、
手
打
ち

そ
ば
や
餅
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
な
ど
が

販
売
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
 

い
ち
い
 

・施設全体面積　7,245㎡ 
・駐車場　60台 
　　大型車/９台 
　　普通車/51台（身障者用３台） 
・道路情報提供・休憩施設 
　　平成16年度完成予定 
・公衆トイレ　24時間利用可能 
・地域資源活用交流物産館 

新
た
な
地
域
交
流
と
 

　
　
情
報
発
信
の
拠
点
 

　
福
島
県
側
の
国
道
四
十
九
号
で
は
初
と
な
る
道
の
駅
「
に
し
あ
い
 

づ
」
が
、
九
月
三
日
に
供
用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
国
道
四
十
九
号
は
、
越
後
街
道
と
し
て
古
く
か
ら
越
後
と
会
津
を
 

結
ぶ
交
通
と
物
流
の
拠
点
と
し
て
栄
え
、
現
在
も
太
平
洋
と
日
本
海
 

を
結
ぶ
幹
線
道
路
と
し
て
多
く
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
町
と
国
土
交
通
省
が
共
同
で
整
備
し
た
こ
の
道
の
駅
「
に
し
あ
い
 

づ
」に
は
、利
用
者
に
休
憩
な
ど
の
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
 

広
域
的
な
連
携
と
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

               　
五
月
末
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
し
て
い
 

た「
交
流
物
産
館
　
よ
り
っ
せ
」が
、
 

ミ
ネ
ラ
ル
健
康
野
菜
直
売
所
や
、
レ
 

ス
ト
ラ
ン「
ふ
る
さ
と
薬
膳
　
櫟
」、
 

友
好
都
市
沖
縄
県
平
良
市
の
観
光
物
 

産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
各
コ
ー
ナ
ー
が
 

整
備
さ
れ
た
の
を
受
け
、
九
月
三
日
 

に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
 

で
は
、
友
好
都
市
の
伊
志
嶺
平
良
市
 

長
か
ら
、
シ
ー
サ
ー
が
贈
ら
れ
た
ほ
 

か
、
同
市
か
ら
招
い
た
久
田
多
嘉
子
 

舞
踊
研
究
所
の
五
人
に
よ
る
琉
球
舞
 

踊
の
披
露
、
野
沢
の
祭
囃
子
保
存
会
 

に
よ
る
お
囃
子
が
演
奏
さ
れ
る
な
ど
、
 

オ
ー
プ
ン
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
特
設
の
青
空
市
場
で
は
、
 

本
町
と
平
良
市
の
食
生
活
改
善
推
進

員
が
沖
縄
の
郷
土
食
で
あ
る
ゴ
ー
ヤ

チ
ャ
ン
プ
ル
ー
や
ソ
ー
キ
汁
を
振
る
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世
界へ
向けて芸術を発信

西会津国際芸術村

世
界へ
向けて芸術を発信

 世
界
へ
向
け
、
芸
術
村
が
開
村
 

　
九
月
二
十
五
日
、
西
会
津
中
学
校
 

多
目
的
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
西
会
津
 

国
際
芸
術
村
の
開
村
式
が
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
こ
の
開
村
式
に
は
、
関
係
者
 

や
町
民
三
百
人
が
出
席
し
、
リ
ト
ア
 

ニ
ア
共
和
国
の
国
旗
の
色
で
あ
る
黄
 

・
緑
・
赤
色
の
T
シ
ャ
ツ
を
着
て
、

リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
国
か
ら
の
芸
術
家

を
歓
迎
し
ま
し
た
。
 

　
式
で
は
、
山
口
町
長
が
「
芸
術
支
 

援
の
町
と
し
て
世
界
に
発
信
し
て
い
 

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
 

た
。
次
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
会
津
国
 

際
芸
術
村
の
理
事
長
で
あ
り
、
芸
術

村
の
発
起
人
で
あ
る
安
藤
壽
美
子
さ
 

ん
が
あ
い
さ
つ
し
、
渡
部
恒
三
衆
議

院
議
員
や
ブ
ロ
ン
ズ
像
設
置
に
協
力

い
た
だ
い
た
東
海
大
学
教
養
学
部
芸

術
学
科
の
新
関
八
絋
教
授
ら
が
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
 

　
続
い
て
、
今
回
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和
 

国
か
ら
来
町
し
た
二
人
の
芸
術
家
、
 

エ
グ
リ
・
ミ
チ
ケ
ヴ
ィ
チ
ュ
ウ
テ
さ
 

ん
と
ケ
ス
チ
ュ
テ
ィ
ス
・
ラ
ナ
ウ
ス
 

カ
ス
さ
ん
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
式
の
最
後
に
は
、
西
会
津
中
学
校
 

の
生
徒
に
よ
る
演
奏
や
コ
ー
ラ
ス
が
 

行
わ
れ
、
開
村
式
に
華
を
添
え
ま
し
 

た
。
 

 動
き
出
し
た
芸
術
村
活
動
 

　
芸
術
村
事
業
の
初
年
度
と
な
る
今
 

 

年
は
、
気
候
風
土
が
似
て
お
り
、
親

日
的
で
、
芸
術
活
動
の
盛
ん
な
リ
ト
 

ア
ニ
ア
共
和
国
か
ら
芸
術
家
を
招
く
 

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
エ
グ
リ
さ
ん
と
キ
ャ
ス
タ
ス
さ
ん
 

は
、
既
に
創
作
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
滞
在
期
間
中
は
、
創
作
活

動
の
ほ
か
に
、小
、中
学
校
の
児
童
、

生
徒
や
地
域
住
民
へ
の
芸
術
の
指
導

を
と
お
し
、
地
域
住
民
と
の
交
流
を

行
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
西
会
津
国
際
 

芸
術
村
や
、
地
元
新
郷
地
区
の
み
な

さ
ん
を
中
心
に
、
二
人
の
芸
術
家
の

創
作
活
動
を
支
援
す
る
活
動
が
始
ま

り
、
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
 

　町では、さゆり公園周辺施設のブロンズ像の設置をはじめ、「心ゆたかな人づくり」 

を目指し、文化の香り高い芸術の里づくりを進めています。 

　その一環として、空き校舎となった旧新郷中学校を活動拠点に、外国から芸術家を 

招き、国際交流と地域活性化を図る「西会津国際芸術村」が開村しました。 

　リトアニア共和国から西会津国際芸術村に来た 
若き芸術家２人を紹介します。 
 
名前：エグリ・ミチケヴ 
　　　ィチュウテ 
　　　（愛称：エグリ） 
専門：グラフィックデザ 
　　　イン 
受賞：2004年キエフ国際 
　　　広告フェスティバ 
　　　ル３位　ほか 
【西会津のみなさんへ一言】 
　私たちは、この芸術村で楽しく過しています。 
みなさん、仲良くしましょう。 
 
　　　　　　　　　　　名前：ケスチュティス・ 
　　　　　　　　　　　　　　ラナウスカス 
　　　　　　　　　　　　　　（愛称：キャスタス） 
　　　　　　　　　　　専門：彫刻（町にあるも 
　　　　　　　　　　　　　　の全てが材料） 
　　　　　　　　　　　受賞：1999年サウル・バ 
　　　　　　　　　　　　　　トル記念彫刻展３ 
　　　　　　　　　　　　　　位入賞  ほか 
【西会津のみなさんへ一言】 
　人だけでなく町並みも素晴らしいので、楽しく 
過しています。 
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元
気
に
長
寿
を
祝
う

元
気
に
長
寿
を
祝
う
 

          
今
年
の
敬
老
会
に
は
、
昨
年
よ
り
 

も
二
十
五
人
多
い
二
千
七
百
六
人
 

（
野
沢
地
区
七
百
九
十
八
人
、
尾
野
 

本
地
区
六
百
二
人
、
群
岡
地
区
五
百
 

十
八
人
、新
郷
地
区
二
百
八
十
七
人
、
 

奥
川
地
区
五
百
一
人
）
が
招
待
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

 
こ
の
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
み
 

な
さ
ん
は
、
元
気
な
顔
を
合
わ
せ
て
 

は
話
に
華
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
 

 
式
で
は
、
山
口
町
長
が
「
み
な
さ
 

ん
が
元
気
で
敬
老
会
に
出
席
し
て
い
 

た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
も
日
々
元
気
で
過
し
て
く
 

だ
さ
い
」
と
長
寿
を
祝
し
て
あ
い
さ
 

つ
を
述
べ
ま
し
た
。
 

 
そ
の
後
、
今
年
米
寿
と
喜
寿
を
迎
 

え
た
方
々
に
町
か
ら
、
金
婚
を
迎
え
 

た
夫
婦
に
は
福
島
民
報
社
・
県
老
人
 

ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
 

れ
ま
し
た
。
 

 
式
の
後
に
は
、
恒
例
の
余
興
が
行
 

わ
れ
、
各
地
区
の
団
体
や
保
育
所
の
 

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
歌
や
踊
り
が
披
 

露
さ
れ
、
出
席
し
た
み
な
さ
ん
を
楽
 

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。
 

　
各
地
区
の
お
年
寄
り
を
招
い
て
の
敬
老
会
は
、
野
沢
 

・
尾
野
本
地
区
が
九
月
十
一
日
、
群
岡
・
新
郷
地
区
が
 

十
二
日
に
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
で
、
奥
川
地
区
で
は
奥
 

川
小
学
校
体
育
館
で
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
各
地
区
と
も
盛
大
に
敬
老
会
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ
 

た
り
町
や
社
会
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
お
年
寄
り
の
み
 

な
さ
ん
を
敬
う
と
と
も
に
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。
 

元
気
に
長
寿
を
祝
う
 

声
高
ら
か
に
万
歳
三
唱
〔
奥
川
地
区
敬
老
会
〕
 

▲
 

謝
辞
を
述
べ
る
海
沼
ト
シ
子
さ
ん
（
荒
木
）
 

　
　
　
　
　
〔
群
岡
・
新
郷
地
区
敬
老
会
〕
 

▲
 

話
に
華
が
咲
き
ま
し
た
 

〔
野
沢
・
尾
野
本
地
区
敬
老
会
〕
 

▲
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平成16年９月15日現在 
〔敬称略〕 

      
今
年
、
本
町
で
金
婚
を
迎
え
ら
れ
 

た
の
は
、
昭
和
二
十
九
年
に
結
婚
さ
 

れ
た
三
十
七
組
の
み
な
さ
ん
（
野
沢
 

地
区
九
組
、
尾
野
本
地
区
十
二
組
、
 

群
岡
地
区
七
組
、
新
郷
地
区
一
組
、
 

奥
川
地
区
八
組
）
で
す
。
 

 
喜
怒
哀
楽
を
互
い
に
分
か
ち
合
い
、
 

人
生
の
伴
侶
と
し
て
半
世
紀
を
と
も
 

に
歩
ん
で
来
ら
れ
た
二
組
の
夫
婦
に
、
 

こ
の
五
十
年
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
 

き
ま
し
た
。
 

　
戦
後
間
も
な
い
こ
ろ
だ
っ
た
か
ら
、
 

余
裕
の
あ
る
生
活
で
は
な
か
っ
た
ね
。
 

昼
間
は
土
建
業
、
帰
っ
て
か
ら
田
畑
 

を
耕
し
て
い
た
よ
。
で
も
、
親
の
背
 

中
を
見
て
育
っ
た
か
ら
、
そ
れ
が
普
 

通
だ
と
思
っ
て
い
た
し
、
子
ど
も
や
 

家
庭
が
支
え
に
な
り
、
苦
労
の
中
に
 

も
本
当
の
幸
せ
が
あ
っ
た
ね
。
 

　
五
十
年
間
仲
良
く
や
っ
て
こ
ら
れ
 

た
の
は
、
ケ
ン
カ
も
し
た
け
ど
、
お
 

互
い
に
理
解
し
合
え
た
の
が
一
番
の
 

理
由
だ
ね
。
 

　
こ
れ
か
ら
は
、
健
康
で
、
二
人
の
 

趣
味
で
あ
る
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
 

み
な
が
ら
、
一
緒
に
喜
寿
を
迎
え
た
 

い
で
す
ね
。
 

　
結
婚
し
て
五
十
年
と
い
う
の
は
、
 

あ
っ
と
い
う
間
だ
っ
た
ね
。
 

　
養
蚕
の
技
術
指
導
を
し
て
い
た
ん
 

だ
け
ど
、
西
会
津
に
来
た
と
き
、
群
 

岡
の
大
火
だ
っ
た
か
ら
、
本
当
に
苦
 

労
し
た
よ
。
こ
の
ま
ま
に
し
と
け
ば
 

養
蚕
家
が
減
っ
て
し
ま
う
の
で
、
継
 

続
し
て
も
ら
え
る
よ
う
学
校
施
設
を
 

借
り
た
り
、
共
同
飼
育
所
を
作
っ
た
 

り
し
た
よ
。
 

　
今
は
、
二
人
一
緒
に
グ
ラ
ン
ド
ゴ
 

ル
フ
を
楽
し
ん
だ
り
、
旅
行
に
出
か
 

け
た
り
し
て
い
る
よ
。
あ
と
、
何
十
 

年
も
続
け
て
い
る
の
が
、
地
区
で
の
 

卓
球
だ
ね
。
こ
れ
か
ら
も
、
二
人
一
 

緒
に
続
け
て
行
き
た
い
ね
。
 

上
小
島
地
区
 

　
　
佐
藤
　
定
恵
さ
ん
（
　
）
 

　
　
　
　
　
サ
ト
さ
ん
（
　
）
 

　
　
昭
和
　
年
　
月
２
日
結
婚
 

上
野
尻
地
区
 

　
　
安
部
　
志
郎
さ
ん
（
　
）
 

　
　
　
　
　
亘
子
さ
ん
（
　
）
 

　
　
昭
和
　
年
　
月
　
日
結
婚
 

50
年
の
絆
 

〜
金
婚
を
迎
え
て
〜
 

横　綱 
大　関 
関　脇 
小　結 
前頭１ 
前頭２ 
前頭３ 
前頭４ 
前頭５ 
前頭６ 
前頭７ 
前頭８ 
前頭９ 
前頭10 
前頭11 
前頭12 
前頭13 
前頭14 
前頭15 
前頭16 
前頭17 
前頭18 
前頭19 
前頭20 
前頭21 
前頭22 
前頭23 
前頭24 
前頭25 
前頭26 
前頭27 
前頭28 
前頭29 
前頭30 
前頭31 
前頭32 
前頭33 
前頭34 
前頭35 
前頭36

【東】 
新田　トラ（101）さゆりの園 
杣木　イセ（100）さゆりの園 
相馬　サチ（100）9町内1 
五十嵐サン（98）小　山 
齋藤　ヒサ（98）堀　越 
小林チヨシ（98）山　浦 
長谷川マス（98）中　野 
沼澤ハル井（97）５町内 
鈴木ハツイ（97）４町内 
石田　リイ（97）小綱木 
齋藤　佐代（97）４町内 
佐藤タキノ（97）滝　坂 
松崎　トシ（96）上野尻 
佐藤タケノ（96）高　目 
山本　　節（96）３町内 
小林　トシ（96）山　浦 
小原　イシ（95）宝　川 
佐藤　キン（95）極　入 
丹藤　キヨ（95）８町内 
武藤　美志（95）さゆりの園 
長谷川タイ（95）戸　中 
三留　モト（95）６町内 
長谷川キシノ（95）下野尻 
鈴木　ヒデ（95）山　口 
佐藤　タカ（95）徳　沢 
佐藤　トク（95）　塩 
大沼　トミ（95）５町内 
三瓶　ヨノ（95）山　浦 
矢部　シイ（95）中ノ沢 
斎藤フクイ（94）楢木平 
伊藤シノブ（94）徳　沢 
海老名ハルヨ（94）３町内 
渡部キクミ（94）さゆりの園 
五十嵐キワ（94）宮　野 
大瀧　キヨ（94）下　松 
安部ミサホ（94）樟　山 
伊藤タケノ（94）　塩 
甲斐　トヨ（94）４町内 
鈴木マサノ（94）小清水 
吉田　雪子（94）野　口 

　　　　　　　　【西】 
長谷沼和吉（96）小清水 
長谷川　栄（96）さゆりの園 
高久　　傅（95）萱　本 
三橋　長一（95）縄　沢 
小野木喜四郎（95）真ヶ沢 
佐藤　忠雄（95）１町内 
山口　董作（95）新　町 
渡部　正志（94）黒　沢 
山内　正壽（94）9町内2 
新澤　常次（94）戸　中 
齋藤　　　（93）上小島 
二瓶清次郎（93）9町内1 
小林　平八（93）9町内2 
齋藤　冨次（92）堀　越 
渡部　五郎（92）１町内 
橋谷田義雄（92）２町内 
玉木　四郎（92）向　原 
石井　元甲（92）中　町 
猪俣　重善（92）さゆりの園 
星　　正男（92）10町内 
山形　一士（92）徳　沢 
福地　　中（91）漆　窪 
渡部　正二（91）３町内 
貝沼　榮吉（91）小清水 
薄　　新六（91）呼　賀 
涌井　松栄（91）１町内 
齋藤　　茂（91）上野尻 
伊勢亀久佐（90）下小島 
斎藤　庄吉（90）森　野 
佐藤　善作（90）新　町 
加藤　正次（90）萱　本 
安部　寅次（90）上野尻 
有坂與四喜（90）上野尻 
目黒　周五（90）牛　尾 
高津　新一（90）端　村 
伊藤堅之助（90）9町内1 
橋谷田善紀（90）４町内 
加藤　豊造（90）６町内 
二瓶　喜八（90）西　原 
広瀬　　勝（90）上野尻 

心 
折 

7270

29

12

7477

29

10

10
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　野沢・尾野本地区の軽度変形性ひざ関 
節症を持つ在宅高齢者を対象とした健ひ 
ざ貯筋教室が、９月８日、林業研修セン 
ターで開講しました。 
　東北大学大学院運動学分野の永富良一 
教授をはじめとする先生方の指導のもと、 
参加者は、ストレッチやセラバンド、筋 
肉トレーニングマシーンを使って楽しく 
貯筋運動を行いました。 

　９月14日、５町内の天満宮前では、野沢町内の街路 
灯点灯式が行われ、町や財産区、関係自治区などから 
42人が参加しました。 
　今回の街路灯整備は、町と関係自治区が財産区へ協 
力をお願いし、本町財産区と原町財産区の積立金2,100 
万円を財源として設置されました。 
　野沢町内と西平、四岐地区には新たに60基の街路灯 
が設置され、より一層明るくなった町並みには、防犯 
や交通安全、地域経済の活性化など大きな期待が寄せ 
られていました。 

　
尾
野
本
・
す
わ
保
育
所
合
同
の
運
動
 

会
が
、
９
月
　
日
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
 

尾
野
本
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
運
動
会
は
、
玉
入
れ
や
綱
引
き
、
リ
 

レ
ー
と
い
っ
た
定
番
の
種
目
か
ら
テ
レ
 

ビ
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
な
り
き
っ
て
の
種
目
 

や
組
み
体
操
の
お
遊
戯
な
ど
、
趣
向
を
 

凝
ら
し
た
種
目
が
行
わ
れ
、
奮
闘
す
る
 

子
ど
も
た
ち
に
、
家
族
の
声
援
が
贈
ら
 

れ
て
い
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、親
子
で
参
加
す
る
種
目
で
は
、
 

大
好
き
な
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
 

緒
に
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
い
っ
ぱ
い
に
駆
け
 

回
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
町
内
５
つ
の
小
学
校
に
よ
る
陸
上
競
 

技
大
会
が
、
９
月
　
日
、
さ
ゆ
り
公
園
 

多
目
的
広
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
年
で
　
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
に
 

は
、
各
小
学
校
の
５
、
６
年
生
を
中
心
 

に
、
　
人
が
参
加
。
 

　
　
ｍ
走
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
走
 

り
幅
跳
び
な
ど
が
行
わ
れ
、
選
手
た
ち
 

は
、
各
学
校
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
、
 

新
郷
小
の
星
善
之
君
の
選
手
宣
誓
の
と
 

お
り
、
自
己
ベ
ス
ト
目
指
し
て
力
い
っ
 

ぱ
い
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

197
100

16

31

12
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原　優香ちゃん 
（裕妃・尾登） 

齋藤　龍敬くん 
（敬顕・萱本） 

金子　昇英くん 
（和宏・５町内） 

齋藤　崚くん 
（英一・３町内） 

　７月21日、３歳児12名を対象に健康診査を行った結果、むし歯のない子 
は４名でした。 

「耶麻地区小･中･高等学校児童生徒発育状況･疾病異常の実態」より 

9
％ 

4

5

6

7

8

太りすぎ児童の割合（ローレル指数による） 

6.0

H5

7.7

H10

8.0

H15

　
最
近
「
食
育
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
聞
き
ま
 

す
。
こ
れ
ま
で
食
に
関
す
る
知
識
は
、
普
段
の
 

生
活
や
食
事
の
中
で
あ
た
り
ま
え
に
身
に
つ
く
 

も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
 

日
で
は
大
人
も
子
ど
も
も
忙
し
く
な
り
、
以
前
 

と
比
べ
て
食
に
関
す
る
知
識
や
興
味
を
持
つ
機
 

会
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
食
生
活
 

の
乱
れ
か
ら
肥
満
や
極
端
な
や
せ
な
ど
、
健
康
 

を
害
す
る
子
ど
も
の
増
加
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
 

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
一
人
ひ
と
り
が
自
立
し
 

た
食
生
活
を
営
む
能
力
を
養
う
「
食
育
」
が
大
 

き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
 

  小
学
生
の
体
型
の
変
化
 

 
「
太
り
す
ぎ
」
の
児
童
の
割
合
が
増
加
傾
向
 

に
あ
り
ま
す
。
 

                
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
町
で
は
平
成
　
年
 

度
か
ら
小
学
校
で
の
栄
養
教
育
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
 

　
「
食
育
」
の
内
容
は
と
て
も
広
範
囲
で
す
。
 

本
年
度
も
小
学
校
高
学
年
の
児
童
と
一
緒
に
食
 

に
つ
い
て
勉
強
し
て
い
き
ま
す
が
、
学
校
だ
け
 

で
な
く
、家
庭
や
地
域
ぐ
る
み
で
根
気
強
く「
食
 

育
」
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
こ
の
秋
、「
食
育
」
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
企
 

画
し
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

の
で
、
ぜ
ひ
ご
聴
講
く
だ
さ
い
。
 

　
―
大
人
も
子
ど
も
も
み
ん
な
で
食
育
―
 

～10月は食生活改善普及月間です～ 

14
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国際交流員 
マイケル・レドヴィンカ 

     　
　
　
　
　
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
 

　
　
　
　
る
と
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
様
に
、
イ
 

　
　
　
　
ラ
ク
の
悪
い
治
安
状
況
な
ど
が
報
じ
 

　
　
　
　
ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
は
、
ず
っ
と
 

前
に
終
わ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
ま
 

だ
ま
だ
続
い
て
い
る
み
た
い
で
す
。
毎
日
暴
力
 

が
あ
っ
て
終
わ
り
そ
う
に
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
 

よ
く
こ
の
イ
ラ
ク
戦
争
の
こ
と
を
『
ブ
ッ
シ
ュ
 

大
統
領
の
戦
争
』
と
呼
び
ま
す
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
 

統
領
は
イ
ラ
ク
に
入
る
た
め
に
、
イ
ラ
ク
か
ら
 

の
攻
撃
が
無
く
て
も
、
イ
ラ
ク
に
入
っ
て
し
ま
 

い
ま
し
た
。
世
界
中
の
多
く
の
人
や
一
部
の
ア
 

メ
リ
カ
人
は
、
こ
の
イ
ラ
ク
戦
争
に
反
対
し
て
 

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
が
始
ま
っ
た
と
き
 

に
は
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
だ
け
で
な
く
、
か
な
 

り
多
く
の
ア
メ
リ
カ
人
が
こ
の
戦
争
を
応
援
し
 

て
い
ま
し
た
。
 

　
現
在
も
応
援
す
る
ア
メ
リ
カ
人
は
ま
だ
多
い
 

の
で
す
が
、
前
よ
り
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
戦
争
の
大
義
名
分
で
あ
る
大
量
破
壊
兵
器
 

が
イ
ラ
ク
か
ら
発
見
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
毎
日
 

報
じ
ら
れ
る
イ
ラ
ク
関
連
の
ニ
ュ
ー
ス
が
悪
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
あ
る
程
度
考
え
直
し
た
よ
う

で
す
。
今
、
ア
メ
リ
カ
人
の
声
を
聞
く
と
、
こ

の
戦
争
を
非
難
し
て
い
る
人
が
多
く
、
そ
れ
は

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
 

　
私
も
イ
ラ
ク
戦
争
に
反
対
で
す
が
、
今
非
難
 

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
人
の
話
を
聞
く
と
、
心
配
 

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
ま
で
色
々
 

な
国
の
人
が
イ
ラ
ク
で
死
ん
で
い
る
の
に
、
話
 

　
　
　
　
　
【
結
果
】
 

　
　
　
　
　
　
優
勝
‥
下
小
島
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
２
位
‥
牛
　
山
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
３
位
‥
森
　
野
チ
ー
ム
 

              　
　
　
　
　
【
結
果
】
 

　
　
　
　
　
　
優
勝
‥
宮
　
野
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
２
位
‥
梨
　
平
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
３
位
‥
松
　
峯
チ
ー
ム
 

                  　
　
　
　
　
【
結
果
】
 

　
　
　
　
　
　
優
勝
‥
上
野
尻
Ｃ
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
２
位
‥
下
野
尻
・
端
村
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
３
位
‥
宝
川
チ
ー
ム
 

             　
　
　
　
　
【
結
果
】
 

　
　
　
　
　
　
優
勝
‥
　
牧
　
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
２
位
‥
６
町
内
チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
３
位
‥
４
町
内
チ
ー
ム
 

              　
　
　
　
　
【
結
果
】
 

　
　
　
　
　
　
優
勝
‥
笹
川
Ａ（
呼
賀
・
平
明
）チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
２
位
‥
笹
川
Ｂ（
原
・
新
村
・
樟
山
）チ
ー
ム
 

　
　
　
　
　
　
３
位
‥
三
河
Ｂ（
橋
屋
・
戸
中
）チ
ー
ム
 

第43回野沢地区親善大運動会 

野沢名物「桐ゲタムカデ競走」です。 

第30回尾野本地区町民運動会 

尾野本名物？「選手宣誓」です。 

第40回新郷地区町民体育祭 

カッコイー！ 

第36回奥川地区体育祭 

綱引きは、表情で勝負！ 

第37回群岡地区体育祭 

大声ならぬ美声で勝負！ 

　８月29日（日）、真夏を思わせるような暑さの中にも 
さわやかな秋風を時折り感じる天候のもと、町民運動会 
が各地区一斉に行われました。 
　参加者のみなさんは、数日前までの猛暑による疲れと 
アテネオリンピックによる寝不足からすっかり回復した 
様子で、和やかな中にも真剣に競技に取り組んでいまし 
た。 
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劇団「風の子」による演劇『森の中の海賊船』 

頼んだぞ。任せておけ。 

▲元気あふれる参加者のみなさん 

し
に
出
る
の
は
「
８
月
に
ア
メ
リ
カ
人
が
何
人

死
ん
だ
」
、
「
今
ま
で
ア
メ
リ
カ
人
が
何
人
亡
 

く
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
こ
と
ば
か
り
で
す
。

死
ん
だ
イ
ラ
ク
人
と
他
国
の
人
に
つ
い
て
も
た

ま
に
聞
く
の
で
す
が
、
一
般
の
ア
メ
リ
カ
人
に

は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
方
が
大
切
み
た
い
で
す
。
 

　
誰
で
も
、
人
間
の
人
生
の
価
値
は
同
じ
で
す
。
 

そ
れ
は
、
み
ん
な
が
理
解
す
べ
き
こ
と
で
す
。
 

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
人
の
多
く
が
そ
れ
を
分
か
 

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
も
こ
の
問
題
は
、
ア
メ
 

リ
カ
人
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
 

他
国
の
人
よ
り
も
自
国
の
人
々
の
こ
と
を
心
配
 

す
る
の
は
自
然
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
 

大
き
な
理
由
と
し
て
は
、
他
国
の
人
よ
り
も
自
 

国
の
人
の
方
が
親
し
く
知
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
 

思
い
ま
す
。
自
国
の
人
が
死
ん
だ
ら
、
そ
の
人
 

の
顔
は
も
っ
と
は
っ
き
り
見
え
ま
す
。
そ
の
人
 

と
似
て
い
る
人
と
毎
日
会
っ
て
、
毎
日
話
し
を
 

し
ま
す
。
だ
か
ら
、
い
な
く
な
る
と
そ
れ
を
も
 

っ
と
強
く
感
じ
ま
す
。
こ
れ
は
、
人
間
の
特
徴
 

だ
と
言
え
ま
す
。
 

　
例
え
、
他
国
の
人
が
ど
ん
な
に
遠
く
感
じ
ら
 

れ
る
と
し
て
も
、
私
た
ち
と
同
じ
で
す
。
同
じ
 

人
間
、
同
じ
人
生
で
す
。
私
た
ち
は
絶
対
に
そ
 

れ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
 

ん
。
も
し
全
世
界
の
人
々
が
、
自
国
の
人
々
と
 

同
じ
様
に
外
国
人
の
こ
と
を
心
配
し
た
ら
、
世
 

界
は
ど
の
様
に
変
わ
る
で
し
ょ
う
か
？
私
た
ち
 

が
そ
の
様
な
思
い
や
る
世
界
を
望
む
の
で
あ
れ
 

ば
、
国
際
化
が
必
要
で
す
。
こ
の
様
々
な
人
間
 

が
住
ん
で
い
る
世
界
に
は
、
国
際
化
を
促
進
し
 

て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。「
外
」を「
内
」
 

の
一
部
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
で
も
、

こ
の
話
題
に
つ
い
て
は
次
の
機
会
に
し
た
い
と
 

思
い
ま
す
。
 

 　
　
〜
劇
団
「
風
の
子
」
に
よ
る
演
劇
公
演
〜
 

　
町
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
劇
団
「
風
の
 

子
」
の
演
劇
公
演
が
、
９
月
９
日
（
木
）
、
さ
 

ゆ
り
公
園
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
は
、
優
れ
た
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
す
る
こ
 

と
に
よ
り
、
豊
か
な
心
と
創
造
性
を
養
う
こ
と
 

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

 

　
今
回
の
公
演
『
森
の
中
の
海
賊
船
』
は
町
内
 

の
小
学
生
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
鑑
賞
を
 

終
え
た
生
徒
の
み
な
さ
ん
は
、
舞
台
を
通
し
て
 

投
げ
掛
け
ら
れ
た
　
自
分
に
と
っ
て
一
番
大
切
 

な
も
の（
宝
物
）と
は
？
　
の
問
い
に
対
し
て
、
 

友
だ
ち
同
士
で
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
の
予
定
と
し
て
は
、
　
月
８
日
（
金
）
 

に
、
町
内
の
中
学
生
を
対
象
と
し
た
演
劇
『
君
 

た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』
を
西
会
津
中
学
校
体
 

育
館
で
公
演
し
ま
す
。
 

    　
９
月
　
日
（
日
）
に
、
秋
の
実
り
を
湛
え
る
 

喜
多
方
路
を
舞
台
に
第
　
回
喜
多
方
地
方
広
域

ふ
る
さ
と
駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
コ
ー
ス
は
、
さ
ゆ
り
公
園
多
目
的
広
場
か
ら
 

喜
多
方
市
押
切
川
公
園
体
育
館
前
ま
で
の
　
区

間
　
・
８
㎞
で
、本
町
チ
ー
ム
の
選
手
た
ち
は
、
 

チ
ー
ム
メ
イ
ト
全
員
の
願
が
こ
も
っ
た
タ
ス
キ
 

を
全
力
で
ゴ
ー
ル
ま
で
繋
ぎ
ま
し
た
。
 

　
な
お
、
成
績
は
参
加
７
チ
ー
ム
（
１
チ
ー
ム
 

は
オ
ー
プ
ン
参
加
）
中
、
4
位
で
し
た
。
 

            　
今
大
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、　
月
　
日（
日
）
 

に
行
わ
れ
る
第
　
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
縦
断

駅
伝
競
走
大
会
を
目
指
し
て
、
今
後
も
個
人
、

そ
し
て
チ
ー
ム
練
習
に
励
み
ま
す
の
で
、
町
民

の
み
な
さ
ん
の
温
か
い
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

″
 

″
 

10

26

78

11

16

11

16

21

　　　　　効果抜群～親子スイミング 
　　　　　　　　　水中ウォーキング 
 
　今回は、町水泳協会長の和久井正己さん 
から寄せられた原稿をもとに紹介します。 
　町スポーツクラブでは、毎週金曜日午後 
６時30分からさゆり公園室内プールで親子 
スイミング・水中ウォーキングの教室を開 
催しています。就学前の児童から高齢者ま 
での約50人が参加し、町水泳協会員の指導 
のもと、スイミングの部では基本的な泳法 
の練習に、そしてウォーキングの部では歩 
くだけでなく様々な水中エクササイズに励 
んでいます。 
　今年４月からは、ウォーキングの部に奥 
川地区から小野木とみ子さん（78歳）を始 
めとする有志10人が参加し、水中エクササ 
イズの効果を体感しています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　参加希望の方は公民館までお問い合わせ 
ください。 
【問い合わせ先】 
 公民館体育振興係　　４５－３２４４ 
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みんなの広場 みんなの広場 
渡
部
　
紀
夫
 

　
　
〔
上
小
島
〕
 
さ ん 

  あ
な
た
の
お
宝
写
真
は
？
 

　
子
ど
も
た
ち
の
写
真
 

　
（
元
気
に
育
っ
て
ネ
！
 

　
　
左
か
ら
脩
斗
く
ん
、
壮
流
く
ん
、
星
来
ち
ゃ
ん
）
 

あなたの趣味・特技は？ 
　趣味：温泉巡り 
　特技：絵画 
 
熱中していることは？ 
　サッカー 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　そそっかしい 

最近感動したことは？ 
　息子の空手の試合を観たと 
き 
 
これからやってみたいことは？ 
　ジェットスキーに乗りたい 
 
次の方を紹介してください。 
　Ｔ．Ｗさん（黒沢） 

　
「
英
語
を
話
す
こ
と
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
金
賞
を
受
賞
で
き
た
 

の
は
、
先
生
や
英
語
指
導
助
手
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
」
 

　
今
月
は
、
９
月
１
日
に
行
わ
れ
た
耶
麻
地
区
英
語
弁
論
大
会
暗
唱
の
 

部
で
金
賞
を
受
賞
し
、
９
月
　
日
の
福
島
県
大
会
で
は
６
位
に
入
賞
し
 

た
西
中
２
年
の
赤
城
圭
泰
君
（
堀
越
）
に
伺
い
ま
し
た
。
 

　
赤
城
君
は
、
昨
年
も
１
年
暗
唱
の
部
で
銀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
今
 

年
も
銀
賞
く
ら
い
は
受
賞
で
き
る
か
な
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
 

　
「
自
分
の
名
前
が
な
か
な
か
呼
ば
れ
な
く
て
、
今
年
は
難
し
い
の
か
 

な
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、『
金
』
で
名
前
が
呼
ば
れ
、
さ
ら
に
県
大
会
出
 

場
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
２
度
の
驚
き
が
あ
り
ま
し
た
。
」
 

　
県
大
会
に
出
場
し
て
み
て
、
他
の
出
場
者
の
声
や
表
現
力
に
驚
か
さ
 

れ
た
と
い
う
赤
城
君
。
 

　
「
県
大
会
、
さ
ら
に
そ
の
上
の
東
北
大
会
出
場
で
き
る
よ
う
、
自
分
 

に
足
り
無
い
物
を
見
つ
け
、
暗
唱
の
部
で
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
で
す
。
」
 

と
、
来
年
へ
向
け
て
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

　秦　貞継さん（９月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　少しヤセた方が良いと思います 
よ。でも飲み会は大切であります。 

後
列
右
か
ら
４
番
目
が
赤
城
君
 

▲ 

　 創作の部 
銀　齋藤亜希江 
銅　目黒　和人 
銀　青木裕記子 
　　佐藤亜由美 
　　鴇巣　麻也 

 
２・３年の部 
（個人） 
 
１年の部 
（団体） 

【耶麻地区英語弁論大会結果】 

　 暗唱の部 
金　赤城　圭泰 
銅　三留　朋江 
金　小林　真人 
　　鈴木　祐香 
　　渡部　美里 

17

ち
た
か
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▲このマークが目印 

   　
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合
や
 

取
壊
し
を
し
た
場
合
に
は
手
続
き
が

必
要
で
す
。
 

■
新
築
・
増
築
を
し
た
場
合
 

 
 
平
成
　
年
１
月
２
日
以
降
に
家
 

 
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
方
で
、
 

　
ま
だ
家
屋
調
査
を
受
け
て
い
な
い
 

　
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

※
 
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）
の
申
 

 
告
も
必
要
で
す
。
 

 ■
取
壊
し
を
し
た
場
合
 

　
　
取
壊
し
を
し
た
場
合
に
は
、「
滅
 

 
失
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
 

 
い
。
 

※
 
「
滅
失
申
告
書
」
が
提
出
さ
れ
 

 
な
い
と
、
次
年
度
以
降
も
固
定
資
 

 
産
税
が
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
 

 
ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
 

 
さ
い
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
税
務
課
資
産
税
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
│
２
２
１
２
 

    　
今
ま
で
粗
大
ゴ
ミ
で
回
収
し
て
い
 

た
バ
イ
ク
等
は
、
　
月
１
日
か
ら
メ
 

ー
カ
ー
が
有
償
で
回
収
す
る
こ
と
か
 

ら
、
粗
大
ゴ
ミ
で
は
収
集
い
た
し
ま
 

せ
ん
。
廃
棄
す
る
場
合
は
、
購
入
先
 

か
廃
棄
二
輪
取
扱
店
マ
ー
ク
の
あ
る
 

販
売
店
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

          【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

 
町
民
生
活
課
 
　
　
│
２
２
１
５
 

    　
セ
ラ
バ
ン
ド
を
使
っ
た
新
し
い「
貯
 

筋
運
動
」
を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放

送
中
で
す
。
上
半
身
・
下
半
身
・
胴

体
ご
と
の
運
動
を
藤
田
和
樹
先
生
た

ち
が
楽
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。
放

送
時
間
帯
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

45

45

 　
行
政
な
ん
で
も
相
談
！
 

　
　
　
　
〜
秋
の
行
政
相
談
週
間
〜
 

　
　
月
　
日
　
〜
　
日
　
の
一
週
間

は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。
 

　
役
所
（
国
・
県
・
町
）
や
公
団
・
 

公
庫
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
の
仕
事
に
関
し
 

て
、
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
、
要
 

望
し
た
い
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
 

談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
合
わ
せ
て
特
 

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
 

い
じ
め
や
家
庭
内
の
問
題
・
近
隣
間
 

の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
こ
の
機
会
に
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
 

密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

 〈
行
政
相
談
・
人
権
相
談
〉
 

▼
日
時
・
会
場
 

　
　
月
　
日
 

 
新
郷
連
絡
所
　
午
前
９
時
　
分
 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
正
午
 

 
奥
川
支
所
 
午
後
１
時
　
分
 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
４
時
 

　
　
月
　
日
 

 
保
健
セ
ン
タ
ー
　
午
前
９
時
　
分
 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
正
午
 

 
町
公
民
館
　
午
後
１
時
　
分
 

　
　
　
　
　
　
　
　
〜
午
後
４
時
 

▼
行
政
相
談
員
 

 
 
山
本
　
義
子
さ
ん
（
９
町
内
２
）
 

▼
人
権
擁
護
委
員
 

 
 
伊
藤
　
岩
雄
さ
ん
（
　
塩
　
）
 

 
 
薄
上
　
幸
一
さ
ん
（
３
町
内
）
 

 
 
沼
澤
望
東
子
さ
ん
（
牛
　
尾
）
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10

　毎日同じ種目を行うと筋肉を痛めて 
しまい逆効果です。少し間隔を空ける 
か、種目を変えて行いましょう。 

夜９時　昼２時　朝６時 

下半身　胴　体　上半身　月 

胴　体　上半身　下半身　火 

上半身　下半身　胴　体　水 

下半身　胴　体　上半身　木 

胴　体　上半身　下半身　金 

30

10

19

（火） 

10

20

（水） 

303030

18

24

（月） 

（日） 

10

　10月30日から11月１日までの３日間は、恒例 
の秋のビッグイベント「西会津ふるさとまつり」。 
楽しいイベント盛りだくさんで開催しますので、 
みなさん、さゆり公園に集まろう！ 
 
　　　　　主なイベント開催内容 
 
■10月30日（土） 
　・オープニングセレモニー 
　・町長杯争奪親善ゲートボール大会 
　・民俗芸能と民謡の集い 
　・桐ゲタ投げ全国大会 
　・キャラクターショー 
■10月31日（日） 
　・桐ゲタ健康マラソン大会 
　・みんなで太極拳！ 
　・牛牛フェア 
　・ミュージックフェスタ 
■11月 １日（月） 
　・歌謡ショー（平浩二、広畑あつみ） 
 
体育館内展示・出店コーナー〈30日～31日〉 
（体育館内展示：30日は午前９時30分～午後８時 
　　　　　　　　31日は午前９時～午後４時） 
 
　　各種イベントへの参加者を募集中です。 
　詳しくは、開催チラシをご覧ください。 
 
【問い合わせ先】 
町ふるさと振興推進委員会事務局（地域振興課内） 
　　　　　　　　４５─２２１３ 
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小野崎　ユキ子（82）順　子　　母　　８町内 
橋谷田　留　七（79）キヨ子　　夫　　10町内 
二　宮　カツノ（87）勝　男　　母　　松　尾 
長谷川　治　郎（83）廣　志　　父　　松　尾 
猪　俣　庄　司（83）政　司　　父　　尾　登 
赤　城　マツノ（89）明　雄　　母　　さゆりの園 
渡　部　チヨノ（93）　昌　　　母　　上野尻 
北　内　　　昌（74）元　子　　夫　　上野尻 
石　川　　　稔（81）和　人　　父　　下野尻 
藤　原　　　確（73）幸　子　　夫　　下野尻 
石　川　義　正（63）幸　子　　夫　　下野尻 
五十嵐　喜　市（76）榮　子　　夫　　滝　坂 

◆日時　10月 7日（木） 
　　　　　　27日（水） 
　　　　午前９時～ 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

10月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○インターネット使用料 
○ケーブルテレビ使用料 

10月12日（火） 納期限 

11月 1日（月） 納期限 

○固定資産税第3期 
○介護保険料第5期 
○土地改良区償還賦課金第2期 

人　口　　８，９３５人　　　－　９人 
　男　　　４，３３７人　　　－　７人 
　女　　　４，５９８人　　　－　２人 
世　帯　　２，９６８世帯　　－　３世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

齋　藤　　　匠　　良二・久子　　安　座 
 
池　田　涼　真　　眞二・涼子　　上野尻 

たくみ 

ま りょう 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

10 
（日） 

11 
（月） 

17 
（日） 

24 
（日） 

武　藤　洋　一　　芹　沼 

本　間　玲　子　　新潟県村松町 

 

佐　藤　修　一　　橋　立 

石　井　美　穂　　会津坂下町 

 

鈴　木　祐　輔　　新　町 

伊　藤　江　美　　新潟県五泉市 

会津坂下町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

金 山 町 

会津若松市 

喜多方市 

会津若松市 

山 都 町 

会津若松市 

酒 井 歯 科  

玉 川 歯 科  

北 見 歯 科  

筒 井 歯 科  

栗 城 歯 科  

長 峯 歯 科  

あ き ら 歯 科  

蓮 沼 歯 科  

二 瓶 歯 科  

本 間 歯 科  

0242（83）1582 

0242（26）6600 

0241（22）4350 

0242（26）8371 

0241（54）2146 

0242（29）4182 

0241（24）5097 

0242（28）7110 

0241（38）2058 

0242（22）0922
31 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

小 野 病 院  

大 竹 内 科  

佐藤内科循環器科医院 

浜 崎 小 児 科医院  

いがらし耳鼻咽喉科 

佐藤整形外科医院 

鳴 瀬 病 院  

君島内科消化器科クリニック 

増 戸 内 科 医 院  

いいづかファミリークリニック 

ク リ ニ ッ ク 荒木  

有 隣 病 院  

斎 藤 医 院  

くらしげ内科小児科医院 

佐 藤 病 院  

こばり耳鼻咽喉科クリニック 

あかぎ内科消化器科医院 

佐 原 病 院  

高橋小児クリニック 

あらい内科循環器科クリニック 

わたなべクリニック 

遠 藤 皮 膚 科医院  

県 立 喜 多 方病院  

ひ ら の 医 院  

そね内科クリニック 

いとう子どもクリニック 

鏡 渕 外 科 胃 腸科  

寿 松 堂 渡 辺医院  

0241（22）0414 

0241（22）0241 

0242（26）2820 

0242（27）0951 

0242（39）2010 

0242（83）1155 

0241（24）3333 

0241（24）5800 

0242（25）4876 

0242（32）3330 

0242（32）9229 

0241（24）5021 

0241（22）0212 

0242（39）3550 

0242（26）3515 

0242（29）0800 

0242（83）0303 

0241（22）5321 

0241（25）7066 

0242（29）1133 

0242（24）0506 

0242（27）0883 

0241（22）2181 

0241（22）3135 

0242（33）1024 

0242（27）4601 

0242（27）3225 

0242（83）3125

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

喜多方市
 

 

 

会津若松市 

 

会津坂下町 

10 
（日） 

11 
（月） 

24 
（日） 

17 
（日） 

31 
（日） 


